
令和８年度 織田中学校スクールプラン

〈 校 訓 〉

啓智 成徳 錬磨

〈 教育目標 〉

夢に向かって主体的に生きる生徒の育成

〈 めざす生徒像 〉

自分のことも周りの人のことも考えて、行動できる生徒

目標に向かって挑戦し、最後までやり遂げる生徒

〈 重点目標 〉

生徒主体の授業と諸活動を創造し「魅力ある学校」を実現する

重点事項・本年度目標

確かな学力 豊かな心

主体的・対話的な学びを通して、生徒一人ひとり 自分と他者を大切にし、協力してよりよく生きよう

が学びを実感できる授業を構築する。 とする生徒を育成する。

【目標】 【目標】

①「授業に主体的に取り組んでいる」と答える ①「学校が楽しい」と答える生徒が 90％以上
生徒 80％以上 ②「みんなで何かをするのは楽しい」と答える

②「授業がよく分かる」と答える生徒 80%以上 生徒が 90％以上

安心して学べる場の充実を図る。 自分で考え、決定し、行動できる生徒を育成する。

【目標】 【目標】

①「自分のクラスは、安心して過ごすことがで ①自分で物事を考え、決定し、行動することがで

きる場所だと思う」と答える生徒 90％以上 きたと思う生徒が 80％以上

具体的方策

・各教科の見方・考え方や、単元の目標を意識し ・お互いの良さを認め合う機会を設け、生徒同士の

た授業づくりを行う。 絆を深める。

・探究的な学びと振り返りのある授業づくりを行 ・三美活（時間励行・整理整頓・挨拶尽礼）を意識

う。 した生活を送らせる。

・ICT を活用し、個別最適で協働的な学びのある ・「主体性とは何か」を考える場を設定して共有し、

授業づくりを行う。 生徒が活躍できるよう支援する。

・思考の土台となる基礎的・基本的な知識、技能 ・活動を振り返る場を設定し、次に活かせるよう支

の定着を図る。 援する。

・ポジティブ教育の視点を取り入れた授業を通し ・生徒が SOS を出せる声かけを行うとともに定期
て、安心して学習に取り組むことのできる集団 的にアンケートや教育相談を実施して困り感を把

の育成を図る。 握し、早期解決に努める。

〈業務改善のための取組〉

・教職員が協働して、教育の質の向上を図る。

・校務 DXの推進や業務の効率化を図る。
・学校、家庭、地域の連携を一層強化する。


